









































































会　期：2014年 10月 17日（金）～ 11月 27日（木）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
　2014年は曲亭馬琴の代表的な戯作『南総里見八犬伝』
の刊行 200周年にあたる。図書館ではこれまで様々な形
で馬琴や『八犬伝』を取り上げ、展覧会を開催してきたが、
今回の展示では馬琴に大きな影響を与え、『八犬伝』の原
点のひとつとなったとされる中国の小説『水滸伝』に焦点
をあてた。
　『水滸伝』は江戸時代に日本に伝来後、和訳、翻案、剽
窃、諧謔、さらには新しい創作へと様々な変貌を遂げなが
ら巷間に広まり変遷していく。好漢たちが活躍する波乱に
満ちた物語は、馬琴をはじめとする戯作者や歌川国貞、国
芳、葛飾北斎といった絵師らを触発し、飛び散る星のごと
く作品が生み出され、江戸の人々の心を捉えた。こうした
日本における『水滸伝』の伝来と変貌を、新収資料をまじ
えながら館蔵資料でたどった。豪傑たちの錦絵や水滸伝を
モチーフとした数々の作品から江戸時代の『水滸伝』人気
を伺える展示となった。
